
美作国創生公募提案事業 事業成果報告書  

 

 

１ 事 業 名：美作国「美咲森芸2024」～美咲の森を子どもたちにつなげよう ～   

 

２ 実施団体：美咲芸術世界実行委員会  

 

３ 担 当 課：地域づくり推進課  

 

４ 事業概要  

2024 年、岡山県北で開催された「森の芸術祭 晴れの国・岡山」を契機とし、美咲

町の文化芸術祭「美咲森芸 2024」を開催した。町内の文化的なつながりを育み、町

の文化を盛り上げることを目的として、町内の文化芸術、農林業、教育、福祉な

どさまざまな分野の団体が連携して町ににぎわいを創出し、地域資源を活かした

文化芸術振興に資する地域づくりに貢献することができた。 

また、現在町の課題となっている文化財の保護やふるさとの環境保全について、新

しい世代が注目しているアートという視点から改めて見つめ直し、町の文化芸術を

未来の子どもたちにつなげたいという想いを込め、テーマを「美咲の森をこどもた

ちにつなげよう」とし、課題解決の糸口を探った。 

 

５ 実施内容  

＜準備期間プログラム＞ 

①  美作国美咲森芸旅マップ作り【5 月～7 月：ミサキアエル】 

美咲森芸 2024 実行委員会が結成され、メンバーで話し合いを重ね、企画案に沿っ

てマップ作りを行った。（参加者数 46 人） 

②  竹内流古武道史跡マップ作り【5 月～7 月：三宮神社】 

竹内流古武道史跡保存会が結成され、メンバーで史跡の調査研究を重ね、マップ作

りを行った。（参加者数 40 人） 

③  元祖美咲桃太郎伝説のぼり旗作りワークショップ【8/8（木）：中央児童館】 

美咲桃太郎の会のメンバーがスタッフとなり、元祖美咲桃太郎伝説のキャラクター

の下絵を施したのぼり旗に、中央地域の子どもたちが絵具で色を付けた。（参加者

数 81 人） 

④  シルクスクリーン体験ワークショップ【9/7（土）：アートとヨガの楽園キッサ

コ】 

美咲桃太郎の会、オオハガ座芸農倶楽部、美咲芸術世界の各団体のロゴやキャラク



ターを施したシルクスクリーンを使い、オリジナル T シャツを作成した。（参加者

数 10 人） 

⑤  アマンジャク演劇ワークショップ【10/25（金）：大垪和ふれあいプラザ】 

演出家大西千夏の指揮のもと、ダンサー小山麻衣子と地域住民がジャンベ奏者の音

楽に合わせ、演劇ワークショップを行った。（参加者数 12 人） 

⑥   大垪和西棚田はざかけアートワークショップ【10/5（土）：大垪和西棚田】 

造形作家柏木弘明の指揮のもと、地域住民と地元農家、町外参加者が共創し、大垪

和西棚田にはざかけアートを完成させた。（参加者数 30 人） 

 

＜開催期間プログラム＞ 

①  美咲森芸 2024 オープニングイベント【9/29（日）：生涯学習センター】 

開催式典では、竹内流古武道の演武を行った。ステージイベントとしては、元祖美

咲桃太郎伝説大型ロール紙芝居の上演、昔話アマンジャク劇の一部プレ上演を行っ

た。その他、各参加団体が PR ブースを設け、作品展示やプログラムの紹介を行っ

た。また、ノートルダム清心女子大学学生が担当したキッズスペースの設置や、域

おこし協力隊によるヒノキの端材アートワークショップも行った。（参加者数 220

人） 

②  「目の見えない白鳥さんアートを見に行く」映画上映会【10/12（土）：生涯学

習センター】 

午前・午後 2 回の映画上映と、監督川内有緒を招聘してのトークショーを行った。

その他、手織りコースター制作ワークショップ、手話コミュニケーションワークシ

ョップ、写真展示、キッズスペースも設置。社会福祉協議会主催の「みんなで食

堂」とも連携した。（参加者数 85 人） 

③  たまごまつりアートガイド【10/20(日)：亀甲商店街】 

久米郡商工会主催の「たまごまつり」と連携し、ミサキアエルを拠点として情報コ

ーナーを県立大学学生、アートガイドを美作大学学生が務め、「たまごまつり」来

場者に亀甲駅前の作品など、商店街周辺のアート作品を紹介した。（参加者数 65

人） 

④  アマンジャク舞台公演【10/26（土）：一宮八幡神社】 

岡山県指定重要文化財である歌舞伎舞台で、昔話アマンジャク劇の舞台公演を行っ

た。その他、音楽ライブ、美咲森芸マルシェも行った。午前中には、オオハガ座芸

農倶楽部のメンバーがスタッフとなり、二上山散策とアマンジャク史跡ツアーも行

った。（参加者数 137 人） 

⑤  北和気郷土資料館 美咲森芸 2024 展【9/12（木）～11/17（日）：北和気郷土資

料館】 



会期中、さおり織展、藍染め展、切り紙展、刻字展を行った。（参加者数 765 人） 

⑥  やなはら文化祭 美咲森芸 2024 展【11/1（金）～11/3（日）：柵原文化センタ

ー】 

「やなはら文化祭」と連携し、展示スペースの一部に仮面作家岩本雄基の作品展示

を行った。（参加者数 870 人） 

⑦  旭文化協会ふれあいまつり 美咲森芸 2024 展【11/2（金）～11/3（日）：旭町民

センター】 

「旭文化協会ふれあいまつり」と連携し、展示スペースの一部に仮面作家岩本雄基

の作品展示を行った。（参加者数 200 人） 

⑧  柵原図書館 美咲森芸 2024 展【11/9（金）～11/24（日）：柵原図書館】 

美咲町柵原地域出身の現代アーティスト福井一尊と柵原地域の保育園児たちのコラ

ボレーション作品を展示した。（参加者数 148 人） 

⑨  竹内流古武道史跡巡り【11/16（土）：三宮神社】 

竹内流古武道史跡保存会による三宮神社でのトークイベントと、史跡マップをもと

に一ノ瀬城跡、竹内流古武道発祥の地を巡った。その他、旭の子どもたちによる地

元小山の棚田米おにぎり販売も行った。事前に史跡看板の設置を行った。（参加者

数 65 人） 

⑩  美咲郷土かるた大会【11/17（日）：生涯学習センター】 

美咲郷土かるたを活かす会のメンバーがスタッフとなり、かるた大会を行った。そ

の他、美咲郷土かるたマップの展示を行った。（参加者数 50 人） 

⑪  岸田吟香＆ジョセフ・ヒコ展【11/23（土）～11/24（日）：旭文化会館】 

岸田吟香を語り継ぐ会主催のトークイベントと岸田吟香にゆかりのある画家布下

満、高木巧治寄贈作品を展示した。旭地域の子どもたちと美作大学学生による発表

会も行った。（参加者数 330 人） 

 

＜アートポイント＞ 

①亀甲駅前（来場者数約 1,200 人：月平均約 600 人が利用）：画家翔一朗が駅前巨

大パネルに亀をモチーフにした作品を展示した。 

②ふれあい亀太郎ロビー（来場者数約 24 名：月平均約 12 人が利用）：美咲芸術世

界 2016 制作の画家小林悦子の作品展示。 

③黄福広場（来場者数約 6,200 人：月平均約 3,100 人が利用）：美咲芸術世界 2016

～2019 制作の画家ラデックプレディゲル他、複数の作品展示。 

④鬼山城跡（来場者数約 100 人：月平均約 50 人が来訪）：美咲芸術世界 2018 制作

の画家楽画鬼の作品展示。 

⑤大垪和西棚田（来場者数 100 人：月平均約 50 人が来訪）：造形作家柏木弘明の指

揮によるはざかけアート作品を展示した。 



※活動写真は別添（美咲森芸2024記録集）の通り 

 

 

６ 事業実施による成果、効果、今後の課題  

 

（１）成果、効果  

＜事業効果＞ 

◎町民への周知・啓発 

地域の文化資源の保全・継承について町民全体で考えていくためには、まずそれを

知ることが必要である。文化資源の案内看板や史跡マップ制作、展示会や舞台公演

等イベントの開催により、町民に対する周知・啓発に貢献した。 

◎子どもたちとの共創 

町内小学校や保育園との連携により、美咲森芸 2024 の「美咲の森を子どもたちに

つなげよう」というテーマに沿って、文化発表会などの場で地域の文化資源を取り

あげるなどの効果が出た。それは地域の大人たちにも波及し、史跡の荒廃、担い手

不足、環境保全などに対する意識の高まりや、持続可能な社会を目指す機運の醸成

につながった。 

◎地域住民による町内施設の活用促進 

新しく開かれた公共施設である美咲町生涯学習センターで、地域住民と様々な団体

がイベントを共創し、アート展示、映画上映、ワークショップ、飲食出店など、施

設の多様な使い方を示したことは住民による公共施設の活用促進につながった。ま

た、コロナ禍で自粛に追いやられた文化芸術事業や各種行事の必要性や意義を問い

直し、町ににぎわいと元気を取り戻すことに貢献できた。 

◎町内の文化的つながりや一体感の醸成 

実行委員会の立ち上げ以降、月１回のペースで実行委員会を実施。ライングループ

やインスタグラムを活用して、関係者全員で情報を共有しながら進めてきたため、

一体感が生まれた。 

 

＜事業実施状況＞ 

◎来場者数：約 12,944 人 (参加者数を含めた総数)  

・各種プログラム来場者数：事業参加者数を含め合計 3,146 人 

・アートポイント 5 か所：来場者数合計約 7,600 人 

・関連事業(みんなで食堂、たまごまつり、桃太郎 EXPO）：来場者数合計約 2,190 人 

◎目標来場者数 1 万人を達成 

町や関係団体と協力体制を組んで広報にあたり、町内で開催されるイベントでの展

示やチラシ配布など、地道な活動の成果と考えられる。また、町内の様々な団体に



関連イベントや出店をお願いしたことで、関係者の参加数も多く、参加者と一緒に

つくりあげる芸術祭となった。 

 

（２）今後の課題  

＜事業実施後の課題＞ 

◎町外からの参加・来場者数の伸び悩み 

「森の芸術祭 晴れの国・岡山」実行委員会や関係者との連携体制が取れておら

ず、「森の芸術祭」の関連事業としてはメディアに取り上げられることが少なく、

町外への効果的な周知ができなかった。連携としては FRIENDS PROGRAM の登録のみ

であった。 

 

７ 県民局と連携した効果及び課題  

◎周辺地域との連携、美作国美咲町の旅プランの提案 

美作圏域のアーティスト参加や、県北からの来場者はあったが、旅プランの積極的

な提案・宣伝までには至らなかった。中山間地域での実施においては、交通の便や

駐車場の確保、地域住民への周知など課題が残った。 
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ち
停
あ
さ
ひ（
道
の
駅
）

旭
町
民
セ
ン
タ
ー

美
咲
町
旭
総
合
支
所

西
川
大
橋

旭
 川

旭
学
園

旭
保
育
園

文

旭
郵
便
局

さ
く
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド

〒

30

37
4

30

42
9

42
9

42
9

4

5
美
咲
町
旭
文
化
会
館

（
岸
田
吟
香
記
念
館
）

三
宮
八
幡
神
社

あ
さ
ひ
が
丘

〒
北
和
気
郵
便
局

大
宮
神
社

北
和
気
郷
土
資
料
館

52

52

エ
イ
コ
ン
パ
ー
ク

エ
イ
コ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

柵
原
学
園

美
咲
町
立
柵
原
図
書
館

8

6 37
9

柵
原
東
保
育
園

は
じ
め
に

美
咲
森
芸
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

映
画
上
映
会
『
目
の
見
え
な
い
白
鳥
さ
ん
、ア
ー
ト
を
見
に
い
く
』

た
ま
ご
ま
つ
り
ア
ー
ト
ガ
イ
ド

昔
話
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
舞
台
公
演
、
美
咲
郷
土
か
る
た
大
会

は
じ
め
に

美
咲
森
芸
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

映
画
上
映
会
『
目
の
見
え
な
い
白
鳥
さ
ん
、ア
ー
ト
を
見
に
い
く
』

た
ま
ご
ま
つ
り
ア
ー
ト
ガ
イ
ド

昔
話
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
舞
台
公
演
、
美
咲
郷
土
か
る
た
大
会
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P
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柵
原
・
旭
・
中
央
地
域
の
美
咲
森
芸
展

竹
内
流
古
武
道
史
跡
巡
り
、
岸
田
吟
香
＆
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
展

森
の
芸
術
祭
 晴
れ
の
国
・
岡
山
と
は
？
、
美
咲
森
芸
2
0
2
4
の
成
果

お
わ
り
に

柵
原
・
旭
・
中
央
地
域
の
美
咲
森
芸
展

竹
内
流
古
武
道
史
跡
巡
り
、
岸
田
吟
香
＆
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
展

森
の
芸
術
祭
 晴
れ
の
国
・
岡
山
と
は
？
、
美
咲
森
芸
2
0
2
4
の
成
果

お
わ
り
に
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P1
0

柵
原
エ
リ
ア

柵
原
エ
リ
ア

中
央
エ
リ
ア

中
央
エ
リ
ア

旭
エ
リ
ア

旭
エ
リ
ア

棚
田
エ
リ
ア

棚
田
エ
リ
ア

Ch
uo

 A
re

a
Ch

uo
 A

re
a

Ya
na

ha
ra

 A
re

a
Ya

na
ha

ra
 A

re
a

As
ah

i A
re

a
As

ah
i A

re
a

Ta
na

da
 A

re
a

Ta
na

da
 A

re
a

美
作
国
美
咲
森
芸
旅
マ
ッ
プ

　
2
0
2
4
年
9
月
2
8
日
か
ら
1
1
月
2
4
日
ま
で
の
約
2
ヶ
月
間
、岡
山
県
の
事
業
と
し
て「
森
の
芸
術
祭
 晴
れ
の
国
・
岡
山
」が
県
北
1
2
市
町
村
で
開
催
さ

れ
、美
咲
町
で
は「
美
咲
森
芸
2
0
2
4
」を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
約
1
年
前
か
ら
声
を
掛
け
合
い
、団
体
有
志
に
よ
る「
美
咲
森
芸
2
0
2
4
実
行
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、「
さ
あ
、や
る
ぞ
！
」と
み
ん
な
で
声
を
上
げ
て
始
ま

り
ま
し
た
。毎
月
開
催
さ
れ
た
ミ
サ
キ
ア
エ
ル
で
の
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
町
内
3
エ
リ
ア
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
の
あ
る
文
化
芸
術
情
報
を
持
ち
寄

り
、1
つ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
あ
げ
る
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　
活
動
の
目
的
と
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
次
の
3
つ
。

①
町
内
の
文
化
的
な
つ
な
が
り
を
育
み
、様
々
な
関
連
団
体
が
連
携
し
て
賑
わ
い
を
創
出
し
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
さ
ら
な
る
芸
術
文
化
振
興
を
図
る
こ
と
。

②
文
化
芸
術
を
町
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
文
化
財
の
保
護
・
環
境
保
全
・
交
流
人
口
の
増
加
等
を
図
る
こ
と
。

③
芸
術
と
い
う
視
点
か
ら
地
域
文
化
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、町
の
文
化
芸
術
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
な
い
で
く
こ
と
。

　
実
際
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、エ
ン
デ
ィ
ン
グ
会
場
を
は
じ
め
、ア
ー
ト
作
品
制
作
過
程
や
作
品
展
示
・
発
表
に
お
い
て
、子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
表

情
は
一
番
の
輝
き
で
あ
り
、地
域
の
未
来
に
光
を
与
え
て
く
れ
る
自
然
の
芸
術
作
品
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
無
事
に
会
期
を
終
え
て
み
る
と
、延
べ
参
加
・
来
場
者
数
約
1
2
,9
4
4
人
と
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、町
民

有
志
手
作
り
の
心
の
込
も
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
で
は
、参
加
者
様
の
笑
顔
が
我
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
確
実
な
受
け
取
り
を
証
明
し
て
く
れ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
私
自
身
、地
域
に
新
た
な
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
、さ
な
が
ら「
美
咲
探
検
ツ
ア
ー
」に
参
加
し
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
感
で
い
っ
ぱ
い
の
企
画
で
し
た
。ま
た

俯
瞰
し
て
み
る
と
、私
た
ち
の
地
域
に
つ
い
て「
語
れ
る
こ
と
」を
持
て
て
い
る
こ
と
自
体
、実
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。地
域
の
歴
史
や

文
化
は
無
意
識
の
内
に
も
我
々
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
構
成
す
る
一
部
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　
今
回
の
美
咲
森
芸
で
い
た
だ
い
た
人
的
な
つ
な
が
り（
ご
縁
）を
、こ
れ
か
ら
の
地
域
文
化
芸
術
の
振
興
と
共
に
さ
ら
に
大
き
く
た
く
ま
し
く
育
て
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　
最
後
に
、こ
の
美
咲
森
芸
2
0
2
4
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
数
多
く
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

美
咲
森
芸
2
0
2
4
実
行
委
員
会
 委
員
長
 矢
木
公
久

Pr
olo

gu
e

は
じ
め
に

Co
nt

en
ts

目
　
次

ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
場

M
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A
rt

2 11

22
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川
内
有
緒

Ar
io 

Ka
wa

uc
hi プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

ア
メ
リ
カ
、南
米
、フ
ラ
ン
ス
、日

本
を
転
々
と
し
な
が
ら
1
2
年

間
国
際
協
力
分
野
で
働
い
た
後

に
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
物
書
き
に
。

東
京
を
拠
点
に
評
伝
、
旅
行
記
、

エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
執
筆
。『
バ
ウ
ル

を
探
し
て
　
地
球
の
片
隅
に
伝

わ
る
秘
密
の
歌
』で
新
田
次
郎
文

学
賞
、『
空
を
ゆ
く
巨
人
』
で
開
高
健
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

賞
、『
目
の
見
え
な
い
白
鳥
さ
ん
と
ア
ー
ト
を
見
に
い
く
』

で
Y
ah
oo
!
ニ
ュ
ー
ス
｜
本
屋
大
賞
 ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

本
大
賞
を
受
賞
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

ア
メ
リ
カ
、南
米
、フ
ラ
ン
ス
、日

本
を
転
々
と
し
な
が
ら
1
2
年

間
国
際
協
力
分
野
で
働
い
た
後

に
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
物
書
き
に
。

東
京
を
拠
点
に
評
伝
、
旅
行
記
、

エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
執
筆
。『
バ
ウ
ル

を
探
し
て
　
地
球
の
片
隅
に
伝

わ
る
秘
密
の
歌
』で
新
田
次
郎
文

学
賞
、『
空
を
ゆ
く
巨
人
』
で
開
高
健
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

賞
、『
目
の
見
え
な
い
白
鳥
さ
ん
と
ア
ー
ト
を
見
に
い
く
』

で
Y
ah
oo
!
ニ
ュ
ー
ス
｜
本
屋
大
賞
 ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

本
大
賞
を
受
賞
。

各
参
加
団
体
が
P
R
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
会
場

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
会
場

美
咲
芸
術
世
界
の
ア
ー
ト
作
品
展
示

子
ど
も
が
遊
べ
る
・
学
べ
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
し
、ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
学
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に

開
催
式
典
で
披
露
さ
れ
た
竹
内
流
古
武
道
演
武

昔
話「
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
」の
一
部
プ
レ
上
演

元
祖
美
咲
桃
太
郎
伝
説
大
型
ロ
ー
ル
紙
芝
居
の
上
演

開
催
式
典
で
は
、竹
内
流
古
武
道
演
武
を
行
っ
た
。ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、元
祖
美
咲
桃
太
郎
伝
説
大
型
ロ
ー
ル
紙
芝
居

の
上
演
、昔
話「
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
」の
一
部
プ
レ
上
演
を
行
っ
た
。そ
の
他
、各
参
加
団
体
が
P
R
ブ
ー
ス
を
設
け
、作
品
展
示
や

会
期
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
を
行
っ
た
。（
参
加
者
数
2
2
0
人
）

■
 開
催
場
所
：
み
さ
キ
ラ
リ
美
咲
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
美
咲
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
 （美
咲
町
原
田
3
1
0
0
-1
）

■
 開
催
日
時
：
2
0
2
4
年
9
月
2
9
日
(日
） 
1
1
時
～
1
5
時

美
咲

森
芸

20
24

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

美
咲

森
芸

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

元
祖
美
咲
桃
太
郎
伝
説
の
ぼ
り
旗
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

美
咲
桃
太
郎
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
元
祖

美
咲
桃
太
郎
伝
説
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
下
絵
を
施
し
た
の

ぼ
り
旗
に
、
中
央
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
絵
具
で
色
を
付
け

た
。（
参
加
者
数
81
人
）

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

美
咲
桃
太
郎
の
会
、
オ
オ
ハ
ガ
座
芸
農
倶
楽
部
、
美
咲
芸
術
世

界
の
各
団
体
の
ロ
ゴ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
施
し
た
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
を
作
成
し
た
。（
参
加

者
数
10
人
）

ヒ
ノ
キ
の
端
材
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

地
域
お
こ
し
協
力
隊
w
it
h
大
垪
和
み
ど
り
の
少
年
隊
の
企

画
で
、製
材
所
か
ら
出
る
ヒ
ノ
キ
の
端
材
を
使
用
し
た
ア
ー
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
行
っ

た
。（
参
加
者
数
3
0
人
）

Op
en

in
g E

ve
nt

美
咲
森
芸
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

8
月

8
日（
木
）

中
央
児
童
館

9
月

7
日（
土
）

ア
ート
とヨ
ガ
の
楽
園

キ
ッ
サ
コ

9
月

2
9
日（
日
）

中
央
公
民
館

手
織
り
コ
ー
ス
タ
ー
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

あ
な
ぐ
ま
舎
主
催
の
手
織
り
コ
ー
ス
タ
ー
制
作
講
座
を
映
画

上
映
会
会
場
で
同
時
開
催
し
た
。（
参
加
者
数
8
人
）

手
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
簡
単
な
手
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座
を
映
画
上
映
会
会
場
で
同
時
開
催
し
た
。（
参
加

者
数
7
人
）

中
央
図
書
館
 読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
機
器
の
紹
介
：

中
央
図
書
館
と
映
画
上
映
会
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
、
中
央
図
書

館
に
設
置
さ
れ
た
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
機
器
の
紹
介
を
来
場

者
向
け
に
行
っ
た
。（
参
加
者
数
8
人
）

10
月

12
日（
土
）

中
央
公
民
館

10
月

12
日（
土
）

中
央
公
民
館

10
月

12
日（
土
）

中
央
公
民
館

映
画
チ
ラ
シ

川
内
有
緒
監
督
を
招
聘
し
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

〈
Y
ah
oo
!ニ
ュ
ー
ス
〉

本
屋
大
賞
 ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
本
大
賞
を
受
賞

あ
な
ぐ
ま
舎
企
画
の
モ
ニ
タ
ー
を
使
用
し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の「
み
ん
な
で
食
堂
」と
同
時
開
催

午
前
・
午
後
2
回
の
映
画
上
映
と
、川
内
有
緒
監
督
を
招
聘
し
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
っ
た
。そ
の
他
、手
織
り
コ
ー
ス
タ
ー

制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、手
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、写
真
展
示
、キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
も
設
置
。社
会
福
祉
協

議
会
主
催
の「
み
ん
な
で
食
堂
」と
も
連
携
し
た
。（
参
加
者
数
8
5
人
）

■
 開
催
場
所
：
み
さ
キ
ラ
リ
美
咲
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
美
咲
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
 （美
咲
町
原
田
3
1
0
0
-1
）

■
 開
催
日
時
：
2
0
2
4
年
1
0
月
1
2
日
(日
） 
9
時
3
0
分
～
1
6
時

映
画

上
映

会
 『

目
の

見
え

な
い

白
鳥

さ
ん

、ア
ー

ト
を

見
に

い
く

』

美
咲

森
芸

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

Fi
lm

 Sc
re

en
in

g
映
画
上
映
会

M
ap
1

M
ap
1

W
or

ks
ho

p
W

or
ks

ho
p

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

44
3



翔
一
朗

Sh
oic

hi
ro

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

2
0
0
1
年
、
岡
山
県
生
ま
れ
。 
9

歳
の
時
、
自
閉
症
ス
ペ
クト
ラ
ム

と
診
断
さ
れ
る
。 
自
己
表
現
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
な
か
ペ
ン
画

に
出
会
い
、
0
.1
m
m
の
ペ
ン
で

魚
や
恐
竜
を
テ
ー
マ
に
空
想
の

世
界
を
表
現
し
て
い
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

2
0
0
1
年
、
岡
山
県
生
ま
れ
。 
9

歳
の
時
、
自
閉
症
ス
ペ
クト
ラ
ム

と
診
断
さ
れ
る
。 
自
己
表
現
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
な
か
ペ
ン
画

に
出
会
い
、
0
.1
m
m
の
ペ
ン
で

魚
や
恐
竜
を
テ
ー
マ
に
空
想
の

世
界
を
表
現
し
て
い
る
。

楽
画
鬼

Ra
ku

ga
ki

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

画
家
。
1
9
7
6
年
神
奈
川
県
生

ま
れ
。岡
山
県
美
咲
町
在
住
。東

洋
大
学
イ
ン
ド
哲
学
科
を
修
了

後
、2
0
0
2
年
渡
仏
。2
0
0
8
年

か
ら
2
年
間
、
パ
リ
5
9
リ
ヴ
ォ

リ
に
所
属
。個
展
他
、
即
興
絵
画
、

舞
台
演
劇
、
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
作
品
等
、

パ
リ
各
地
で
発
表
。
2
0
1
1
年
か
ら
美
咲
町
大
垪
和
に
移

住
し
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
キ
ッ
サ
コ
」
を
運
営
。2
0
1
6

年
か
ら
地
域
発
信
の
国
際
芸
術
祭「
美
咲
芸
術
世
界
」を
主

宰
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

画
家
。
1
9
7
6
年
神
奈
川
県
生

ま
れ
。岡
山
県
美
咲
町
在
住
。東

洋
大
学
イ
ン
ド
哲
学
科
を
修
了

後
、2
0
0
2
年
渡
仏
。2
0
0
8
年

か
ら
2
年
間
、
パ
リ
5
9
リ
ヴ
ォ

リ
に
所
属
。個
展
他
、
即
興
絵
画
、

舞
台
演
劇
、
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
作
品
等
、

パ
リ
各
地
で
発
表
。
2
0
1
1
年
か
ら
美
咲
町
大
垪
和
に
移

住
し
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
キ
ッ
サ
コ
」
を
運
営
。2
0
1
6

年
か
ら
地
域
発
信
の
国
際
芸
術
祭「
美
咲
芸
術
世
界
」を
主

宰
。 柏
木
弘
明

H
iro

ak
i K

as
hi

wa
gi

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

循
環
造
形
作
家
、
百
姓
 1
9
7
7

年
生
ま
れ
。器
用
貧
乏
。 
2
0
歳

頃
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
旅

を
し
、
世
界
の
ど
こ
で
で
も
生
き

て
い
き
た
い
と
思
い
、
草
木
染
め

と
手
仕
事
を
独
学
で
始
め
る
。現

在
は
岡
山
の
山
奥
で
暮
ら
し
な
が

ら
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
店
舗
の
内
外
装
の
装
飾
、映
画
の
美
術
な
ど

映
像
美
術
、
芸
術
祭
で
の
製
作
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
や
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
を
製
作
し
て
い
る
。プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

循
環
造
形
作
家
、
百
姓
 1
9
7
7

年
生
ま
れ
。器
用
貧
乏
。 
2
0
歳

頃
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
旅

を
し
、
世
界
の
ど
こ
で
で
も
生
き

て
い
き
た
い
と
思
い
、
草
木
染
め

と
手
仕
事
を
独
学
で
始
め
る
。現

在
は
岡
山
の
山
奥
で
暮
ら
し
な
が

ら
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
店
舗
の
内
外
装
の
装
飾
、映
画
の
美
術
な
ど

映
像
美
術
、
芸
術
祭
で
の
製
作
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
や
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
を
製
作
し
て
い
る
。

大
西
千
夏

Ch
ik

a O
ni

sh
i プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

岡
山
県
出
身
。岡
山
を
中
心
に
多

く
の
舞
台
に
俳
優
と
し
て
出
演
。

脚
本
、演
出
、音
楽
も
手
掛
け
る
。

主
演
の
声
を
務
め
た
ア
ニ
メ
映

像
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
タ
ン
ペ
レ

国
際
映
画
祭
に
参
加
。瀬
戸
内
ア

マ
チ
ュ
ア
人
形
劇
団
と
創
作
し
た

「
一
遍
上
人
物
語
」
は
岡
山
県
代

表
と
し
て
中
国
四
国
芝
居
紀
行
で
発
表
。美
咲
芸
術
世
界

2
0
1
7『
ア
マ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
』
舞
台
公
演
で
は
演
出
と
主
演

を
務
め
、
2
0
1
8
年
パ
リ
公
演
を
果
た
す
。東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公
認
文
化
オ
リ
ン
ピ

ア
ー
ド「
東
京
キ
ャ
ラ
バ
ン
」（
総
監
修
：
野
田
秀
樹
）に
岡

山
ア
ー
テ
ィ
スト
と
し
て
参
加
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

岡
山
県
出
身
。岡
山
を
中
心
に
多

く
の
舞
台
に
俳
優
と
し
て
出
演
。

脚
本
、演
出
、音
楽
も
手
掛
け
る
。

主
演
の
声
を
務
め
た
ア
ニ
メ
映

像
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
タ
ン
ペ
レ

国
際
映
画
祭
に
参
加
。瀬
戸
内
ア

マ
チ
ュ
ア
人
形
劇
団
と
創
作
し
た

「
一
遍
上
人
物
語
」
は
岡
山
県
代

表
と
し
て
中
国
四
国
芝
居
紀
行
で
発
表
。美
咲
芸
術
世
界

2
0
1
7『
ア
マ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
』
舞
台
公
演
で
は
演
出
と
主
演

を
務
め
、
2
0
1
8
年
パ
リ
公
演
を
果
た
す
。東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公
認
文
化
オ
リ
ン
ピ

ア
ー
ド「
東
京
キ
ャ
ラ
バ
ン
」（
総
監
修
：
野
田
秀
樹
）に
岡

山
ア
ー
テ
ィ
スト
と
し
て
参
加
。

小
山
麻
衣
子

M
ai

ko
 K

oy
am

a

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

高
校
ダ
ン
ス
部
で
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
を
踊
り
始
め
る
。2
0
0
5
年

岡
山
国
体
開
会
式
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
を

踊
り
、
ど
ハ
マ
り
し
て
し
ま
う
。

2
0
0
7
年
か
ら
6
回
ダ
ン
ス
修

行
で
ギ
ニ
ア
共
和
国
へ
渡
航
。モ

ハ
メ
ド
・
バ
ン
グ
ー
ラ
師
の
ジ
ャ

パ
ン
ツ
ア
ー
に
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
帯
同
。日
本
各
地
、中
国
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
う
。ダ
ン
ス
と
音
楽
が
好
き！
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
気
持
ち

を
爆
発
さ
せ
る
ス
タ
イ
ル
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
バ
ン
ド
と

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
い
る
。プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

高
校
ダ
ン
ス
部
で
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
を
踊
り
始
め
る
。2
0
0
5
年

岡
山
国
体
開
会
式
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
を

踊
り
、
ど
ハ
マ
り
し
て
し
ま
う
。

2
0
0
7
年
か
ら
6
回
ダ
ン
ス
修

行
で
ギ
ニ
ア
共
和
国
へ
渡
航
。モ

ハ
メ
ド
・
バ
ン
グ
ー
ラ
師
の
ジ
ャ

パ
ン
ツ
ア
ー
に
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
帯
同
。日
本
各
地
、中
国
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
う
。ダ
ン
ス
と
音
楽
が
好
き！
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
気
持
ち

を
爆
発
さ
せ
る
ス
タ
イ
ル
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
バ
ン
ド
と

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
い
る
。

ス
カ
ッ
ト
☆
リ
ン
ダ

Sk
at
☆

Li
nd

a プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ダ
ヤ
プ
テ
ィ
ヨ

ガ
講
師
。 
2
0
0
2
年
渡
仏
、
パ
リ

を
拠
点
に
ア
ー
ト
活
動
を
経
て

2
0
1
1
年
に
岡
山
・
美
咲
町
の

聖
地「
オ
オ
ハ
ガ
」に
移
住
。 
山
の

上
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
ア
ー
ト
と
ヨ
ガ

の
楽
園
キ
ッ
サ
コ
 」
を
オ
ー
プ

ン
。 
地
球
の
子
・
宇
宙
の
子
・

オ
オ
ハ
ガ
の
子
と
し
て
、
こ
の
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ヨ
ガ
で

伝
え
、
ア
ー
ト
で
表
現
し
て
い
る
。2
0
1
6
年
か
ら
現
在
ま

で
、毎
年
秋
に
国
際
ア
ー
ト
フ
ェ
ス「
美
咲
芸
術
世
界
」を
夫

婦
で
主
催
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ダ
ヤ
プ
テ
ィ
ヨ

ガ
講
師
。 
2
0
0
2
年
渡
仏
、
パ
リ

を
拠
点
に
ア
ー
ト
活
動
を
経
て

2
0
1
1
年
に
岡
山
・
美
咲
町
の

聖
地「
オ
オ
ハ
ガ
」に
移
住
。 
山
の

上
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
ア
ー
ト
と
ヨ
ガ

の
楽
園
キ
ッ
サ
コ
 」
を
オ
ー
プ

ン
。 
地
球
の
子
・
宇
宙
の
子
・

オ
オ
ハ
ガ
の
子
と
し
て
、
こ
の
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ヨ
ガ
で

伝
え
、
ア
ー
ト
で
表
現
し
て
い
る
。2
0
1
6
年
か
ら
現
在
ま

で
、毎
年
秋
に
国
際
ア
ー
ト
フ
ェ
ス「
美
咲
芸
術
世
界
」を
夫

婦
で
主
催
。

ミ
サ
キ
ア
エ
ル

一
宮
八
幡
神
社（
歌
舞
伎
舞
台
）

久
米
郡
商
工
会
主
催
の「
た
ま
ご
ま
つ
り
」と
連
携
し
、
ミ
サ
キ
ア
エ
ル
を
拠
点
と
し
て
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
岡
山
県
立
大
学
の

学
生
、
ア
ー
ト
ガ
イ
ド
を
美
作
大
学
の
学
生
が
担
当
し
、「
た
ま
ご
ま
つ
り
」来
場
者
に
亀
甲
駅
前
の
作
品
な
ど
、
商
店
街
周
辺

の
ア
ー
ト
作
品
を
紹
介
し
た
。（
参
加
者
数
6
5
人
）

■
 開
催
場
所
：
ミ
サ
キ
ア
エ
ル
 （美
咲
町
原
田
1
7
2
2
）

■
 開
催
日
時
：
2
0
2
4
年
1
0
月
2
0
日
(日
） 
1
1
時
～
1
5
時

た
ま
ご
ま
つ
り
ア
ー
ト
ガ
イ
ド

美
咲
森
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

W
or

ks
ho

p
W

or
ks

ho
p

大
垪
和
西
棚
田
は
ざ
か
け
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

造
形
作
家
柏
木
弘
明
の
指
揮
の
も
と
、
地
域
住
民
と
地
元

農
家
、
町
外
参
加
者
が
共
創
し
、
大
垪
和
西
棚
田
に
は
ざ
か

け
ア
ー
ト
を
完
成
さ
せ
た
。（
参
加
者
数
3
0
人
）

Ar
t P

oin
t

ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト

美
咲
森
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

10
月

5・
6・
7日
（土
・日
・月
）

大
垪
和
西
棚
田

ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

演
出
家
大
西
千
夏
の
指
揮
の
も
と
、ダ
ン
サ
ー
小
山
麻

衣
子
と
地
域
住
民
が
ア
フ
リ
カ
ン
ジ
ャ
ン
ベ
奏
者
の

音
楽
に
合
わ
せ
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

（
参
加
者
数
12
人
）

二
上
山
散
策
と
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
史
跡
ツ
ア
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ：

昔
話
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
舞
台
公
演
に
合
わ
せ
、
舞
台
公
演
当

日
の
午
前
中
に
は
オ
オ
ハ
ガ
座
芸
農
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー

が
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、二
上
山
散
策
と
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
史
跡

ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。（
参
加
者
数
17
人
）

二
上
山
散
策
と
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
史
跡
ツ
ア
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ：

昔
話
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
舞
台
公
演
に
合
わ
せ
、
舞
台
公
演
当

日
の
午
前
中
に
は
オ
オ
ハ
ガ
座
芸
農
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー

が
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、二
上
山
散
策
と
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
史
跡

ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。（
参
加
者
数
17
人
）

10
月

2
6
日（
土
）

二
上
山
両
山
寺

10
月

2
5
日（
金
）

大
垪
和
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ

岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
一
宮
八
幡
神
社
の
歌
舞
伎
舞
台
で
、
昔
話
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
の
舞
台
公
演
を
行
っ
た
。そ
の

他
、
音
楽
ラ
イ
ブ
、
美
咲
森
芸
マ
ル
シ
ェ
も
行
っ
た
。午
前
中
に
は
、
オ
オ
ハ
ガ
座
芸
農
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
が
ス
タ
ッ
フ
と
な

り
、二
上
山
散
策
と
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
史
跡
ツ
ア
ー
も
行
っ
た
。（
参
加
者
数
13
7
人
）

■
 開
催
場
所
：
一
宮
八
幡
神
社
 （美
咲
町
大
垪
和
西
2
3
8
）

■
 開
催
日
時
：
2
0
2
4
年
1
0
月
2
6
日
(土
） 
1
1
時
～
1
4
時

昔
話
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
舞
台
公
演

美
咲
郷
土
か
る
た
を
活
か
す
会
の
メ
ン
バ
ー
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、か
る
た
大
会
を
行
っ
た
。そ
の
他
、美
咲
郷
土
か
る
た
マ
ッ

プ
の
展
示
を
行
っ
た
。（
参
加
者
数
5
0
人
）

■
 開
催
場
所
：
美
咲
町
立
中
央
図
書
館
 （美
咲
町
原
田
31
00
-1
）

■
 開
催
日
時
：
2
0
2
4
年
1
1
月
1
7
日
(日
） 
1
3
時
～
1
6
時

美
咲
郷
土
か
る
た
大
会

St
ag

e P
er

fo
rm

an
ce

 &
 E

ve
nt

舞
台
公
演
・
イ
ベ
ン
ト

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

画
家
翔
一
朗
が
駅
前
巨
大
パ
ネ
ル
に
亀
を
モ
チ
ーフ
に
し
た
作
品
を
展

示
し
た
。（
会
期
中
来
場
者
数
約
1,2
00
人
）

亀
甲
駅
前
 （
美
咲
町
原
田
17
45
-5
）

Ar
t 1

画
家
小
林
悦
子
の
美
咲
芸
術
世
界
20
16
制
作
作
品
の
展
示
。

(会
期
中
来
場
者
数
約
24
人
）

ふ
れ
あ
い
亀
太
郎
ロ
ビ
ー
 （
美
咲
町
原
田
17
23
-1
）

Ar
t 2

画
家
ラ
デ
ッ
ク
プ
レ
デ
ィ
ゲ
ル
他
、美
咲
芸
術
世
界
20
16
～
20
19
制

作
作
品
の
展
示
。（
会
期
中
来
場
者
数
約
6,
20
0人
）

黄
福
広
場
・
あ
い
の
す
 （
美
咲
町
原
田
21
55
）

Ar
t 3

画
家
楽
画
鬼
の
美
咲
芸
術
世
界
20
18
制
作
作
品
の
展
示
。（
会
期
中

来
場
者
数
約
10
0人
）

鬼
山
城
跡
 （
美
咲
町
打
穴
中
22
09
）

Ar
t 4

造
形
作
家
柏
木
弘
明
の
指
揮
に
よ
る
は
ざ
か
け
ア
ー
ト
作
品
を
展
示

し
た
。（
会
期
中
来
場
者
数
約
10
0人
）

大
垪
和
西
棚
田
 （
美
咲
町
大
垪
和
西
棚
田
公
園
付
近
）

Ar
t 5

M
ap
3

M
ap
2

M
ap
1

美
咲
森
芸
P
R
ブ
ー
ス

ミ
サ
キ
ア
エ
ル
に
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

66
5



岩
本
雄
基

Yu
ki

 Iw
am

ot
o プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

1
9
8
8
年
生
ま
れ
。岡
山
県
新

庄
村
出
身
。仮
面
作
家
。主
に
張

り
子
の
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。

2
0
1
7
年
に
活
動
を
開
始
。以

降
、
岡
山
や
倉
敷
に
あ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
グ
ル
ー
プ
展
、
井
原
市
な

ど
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。美

咲
芸
術
世
界
に
も
2
0
1
7
年
よ
り
参
加
し
、2
0
1
8
年
に

は
岡
山
県
内
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
に
パ
リ
5
9
リ
ヴ
ォ
リ
に

て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
に
参
加
。仮
面
を

装
着
し
て
行
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
挑
戦
中
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

1
9
8
8
年
生
ま
れ
。岡
山
県
新

庄
村
出
身
。仮
面
作
家
。主
に
張

り
子
の
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。

2
0
1
7
年
に
活
動
を
開
始
。以

降
、
岡
山
や
倉
敷
に
あ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
グ
ル
ー
プ
展
、
井
原
市
な

ど
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。美

咲
芸
術
世
界
に
も
2
0
1
7
年
よ
り
参
加
し
、2
0
1
8
年
に

は
岡
山
県
内
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
に
パ
リ
5
9
リ
ヴ
ォ
リ
に

て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
に
参
加
。仮
面
を

装
着
し
て
行
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
挑
戦
中
。

福
井
一
尊

Iss
on

 H
uk

ui

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

美
術
家
・
島
根
県
立
大
学
 教
授
。 

1
9
7
6
年
美
咲
町
生
ま
れ
。 
大

学
院
在
学
中
よ
り
様
々
な
素
材
を

用
い
た
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い

る
。国
内
外
で
の
個
展
開
催
、
グ

ル
ー
プ
展
参
加
な
ど
多
数
。地
域

や
文
化
を
超
え
て
、人
と
人
、あ
る

い
は
社
会
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と
し
て
ア
ー
ト
の
可
能
性
を
信

じ
て
い
る
。2
0
1
6
年
エ
ネ
ル
ギ
ア
美
術
賞
（
エ
ネ
ル
ギ
ア

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
）受
賞
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
:

美
術
家
・
島
根
県
立
大
学
 教
授
。 

1
9
7
6
年
美
咲
町
生
ま
れ
。 
大

学
院
在
学
中
よ
り
様
々
な
素
材
を

用
い
た
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い

る
。国
内
外
で
の
個
展
開
催
、
グ

ル
ー
プ
展
参
加
な
ど
多
数
。地
域

や
文
化
を
超
え
て
、人
と
人
、あ
る

い
は
社
会
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と
し
て
ア
ー
ト
の
可
能
性
を
信

じ
て
い
る
。2
0
1
6
年
エ
ネ
ル
ギ
ア
美
術
賞
（
エ
ネ
ル
ギ
ア

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
）受
賞
。

布
下
満

M
its

ur
u 

Nu
no

sit
a

プ
ロ
フィ
ー
ル
:

画
家
。1
93
7
年
大
阪
市
生
ま
れ
。元

姓
は
岸
田
、岸
田
吟
香
の
弟
熊
次
郎
の

ひ
孫
に
あ
た
る
。岡
山
大
学
教
育
学
部

（
特
美
）卒
業
後
、中
学
校
・
短
大
で
美

術
教
師
を
務
め
る
傍
ら
画
家
とし
て
も

活
躍
。1
96
3
年
日
展
初
出
品（
入
選
）

以
来
、岡
山
県
展
、白
日
展
、行
動
美
術

展
等
に
出
品
し
多
く
の
賞
に
輝
く
。1
98
7
年
～
お
か
や
ま
社
会
保

障
セ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座「
油
彩
画
」講
師
。画
集「
NU
NO
SI
A 

M
IT
SU
RU
20
01
～
20
19
」、
画
集
20
00
年「
絵
を
書
い
て

40
年
あ
し
あ
と
」出
版
。旧
久
米
町
格
致
中
学
校
勤
務
当
時
設
置
し

た「
夕
焼
け
の
像
」は
生
徒
と
合
同
作
品
。総
社
市
在
住
。

プ
ロ
フィ
ー
ル
:

画
家
。1
93
7
年
大
阪
市
生
ま
れ
。元

姓
は
岸
田
、岸
田
吟
香
の
弟
熊
次
郎
の

ひ
孫
に
あ
た
る
。岡
山
大
学
教
育
学
部

（
特
美
）卒
業
後
、中
学
校
・
短
大
で
美

術
教
師
を
務
め
る
傍
ら
画
家
とし
て
も

活
躍
。1
96
3
年
日
展
初
出
品（
入
選
）

以
来
、岡
山
県
展
、白
日
展
、行
動
美
術

展
等
に
出
品
し
多
く
の
賞
に
輝
く
。1
98
7
年
～
お
か
や
ま
社
会
保

障
セ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座「
油
彩
画
」講
師
。画
集「
NU
NO
SI
A 

M
IT
SU
RU
20
01
～
20
19
」、
画
集
20
00
年「
絵
を
書
い
て

40
年
あ
し
あ
と
」出
版
。旧
久
米
町
格
致
中
学
校
勤
務
当
時
設
置
し

た「
夕
焼
け
の
像
」は
生
徒
と
合
同
作
品
。総
社
市
在
住
。

髙
木
巧
治

Ko
ji T

ak
ag

i プ
ロ
フィ
ー
ル
:

19
59
年
津
山
市
生
ま
れ
。美
術
普

及
家
。版
画
家
。洋
画
家
。画
商
。日
本

美
術
教
育
学
会
会
員
(日
本
学
術
会

議
協
力
学
術
研
究
団
体
)。全
国
造
形

教
育
連
盟
会
員
(美
術
館
部
会
)。絵

画
コ
レ
ク
タ
ー
。全
国
組
織
・
あ
ー
と

わ
の
会
理
事
。
19
89
年
か
ら

20
24
年
ま
で
美
術
普
及
活
動
に
専
念
。髙
木
絵
画
コ
レ
ク
ショ
ン

を
公
立
美
術
館
に
無
償
貸
与
し
、
美
術
館
経
費
削
減
活
動
を
展
開
。

こ
の
活
動
を
全
国
展
開
し
、
公
立
美
術
館
経
費
20
00
億
円
の
削

減
を
文
化
庁
に
提
言
。文
化
庁
よ
り「
美
術
館
を
支
え
る
人
々
」と
し

て
認
知
さ
れ
る
。2
01
7
年
に
公
立
美
術
館
に
寄
贈
し
紺
綬
褒
章
受

章
。他
寄
贈
活
動
推
進
。

プ
ロ
フィ
ー
ル
:

19
59
年
津
山
市
生
ま
れ
。美
術
普

及
家
。版
画
家
。洋
画
家
。画
商
。日
本

美
術
教
育
学
会
会
員
(日
本
学
術
会

議
協
力
学
術
研
究
団
体
)。全
国
造
形

教
育
連
盟
会
員
(美
術
館
部
会
)。絵

画
コ
レ
ク
タ
ー
。全
国
組
織
・
あ
ー
と

わ
の
会
理
事
。
19
89
年
か
ら

20
24
年
ま
で
美
術
普
及
活
動
に
専
念
。髙
木
絵
画
コ
レ
ク
ショ
ン

を
公
立
美
術
館
に
無
償
貸
与
し
、
美
術
館
経
費
削
減
活
動
を
展
開
。

こ
の
活
動
を
全
国
展
開
し
、
公
立
美
術
館
経
費
20
00
億
円
の
削

減
を
文
化
庁
に
提
言
。文
化
庁
よ
り「
美
術
館
を
支
え
る
人
々
」と
し

て
認
知
さ
れ
る
。2
01
7
年
に
公
立
美
術
館
に
寄
贈
し
紺
綬
褒
章
受

章
。他
寄
贈
活
動
推
進
。

北
和
気
郷
土
資
料
館

刻
書
展
 一
期
一
会
の
三
人
展

切
り
紙
展
 ハ
チ
ド
リ
の
ひ
と
し
ず
く

藍
染
め
と
絵
こ
と
ば
・
手
す
き
和
紙
展

阿
部
み
つ
子
さ
を
り
織
り
5
0
周
年
展

鏡
や
ガ
ラ
ス
球
に
園
児
の
作
品
が
映
り
込
む
コ
ラ
ボ
作
品

会
期
中
、さ
を
り
織
り
展（
阿
部
み
つ
子
）、
藍
染
め
展（
梅
川
知
子
）、
切
り
紙
展（
難
波
範
子
）、
刻
書
展（
加
藤
孝
子
・
山
本
裕
・
山
本
千
代
子
）の

4
会
場
の
展
示
会
を
行
っ
た
。（
参
加
者
数
7
6
5
人
）

会
期
中
、さ
を
り
織
り
展（
阿
部
み
つ
子
）、
藍
染
め
展（
梅
川
知
子
）、
切
り
紙
展（
難
波
範
子
）、
刻
書
展（
加
藤
孝
子
・
山
本
裕
・
山
本
千
代
子
）の

4
会
場
の
展
示
会
を
行
っ
た
。（
参
加
者
数
7
6
5
人
）

柵
原

地
域

で「
美

咲
森

芸
展

」と
題

し
た

作
品

展
示

を
行

っ
た

。ま
た

、美
咲

町
文

化
連

合
会

と
の

連
携

に
よ

り
、柵

原
・

旭
・

中
央

地
域

の
文

化
祭

で
も

作
品

展
示

を
行

っ
た

。

■
 開
催
場
所
：
北
和
気
郷
土
資
料
館
 （美
咲
町
百
々
4
1
7
-1
）

■
 開
催
日
時
：
2
0
2
4
年
9
月
1
2
日
(木
）～
1
1
月
1
7
日（
日
） 
1
0
時
～
1
5
時

北
和

気
郷

土
資

料
館

 美
咲

森
芸

展

「
や
な
は
ら
文
化
祭
」と
連
携
し
、展
示
ス
ペ
ー
ス
の
一
部
に
仮
面
作
家
岩

本
雄
基
と
美
咲
芸
術
世
界
の
作
品
展
示
を
行
っ
た
。（
参
加
者
数
8
7
0
人
）

「
旭
文
化
協
会
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」と
連
携
し
、美

咲
森
芸
展
を
行
っ
た
。（
参
加
者
数
2
0
0
人
）

会
期
後
の
特
別
企
画
で
「
ち
ゅ
う
お
う
文
化
祭
」

と
連
携
し
、美
咲
森
芸
展
を
行
っ
た
。

■
 開
催
場
所
：
柵
原
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
 （美
咲
町
久
木
20
0-
8）

■
 開
催
日
時
：
2
0
2
4
年
1
1
月
1
日
(金
）～
1
1
月
3
日（
日
）

■
 開
催
場
所：
旭
町
民
セ
ン
タ
ー
 （
美
咲
町
西
川
1
0
0
1
-6
）

■
 開
催
日
時：
20
24
年
11
月
2日
(土
）～
11
月
3日
（
日
）

旭
文

化
協

会
ふ

れ
あ

いま
つり

美
咲

森
芸

展

中央
文化

協会
 ち

ゅう
おう

文化
祭

美
咲

森
芸

展

柵
原

文
化

協
会

 や
な

は
ら

文
化

祭
美

咲
森

芸
展

■
 開
催
場
所
：
中
央
公
民
館
 （
美
咲
町
原
田
3
1
0
0
-1
）

■
 開
催
日
時：
20
24
年
11
月
30
日
(土
）～
12
月
1日
（
日
） 

三
宮
八
幡
神
社

美
咲
町
旭
文
化
会
館（
岸
田
吟
香
記
念
館
）

竹
内
流
開
眼
の
地
、三
宮
八
幡
神
社
で
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

竹
内
流
発
祥
の
地
、建
部
道
場
を
見
学

画
家
布
下
満
が
美
咲
町
に

寄
贈
し
た
作
品『
植
え
る
人
』

旭
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
地
元
小
山
産

棚
田
米
お
に
ぎ
り
を
P
R

竹
内
流
史
跡
マ
ッ
プ

「
垪
和
郷
史
跡
巡
礼
之
旅
」

三
宮
八
幡
神
社
・
一
ノ
瀬
城
跡
に
は
案
内
看
板
が
設
置
さ
れ
た

岸
田
劉
生
の
弟
子
加
賀
孝
一
郎

の
作
品（
高
木
巧
治
寄
贈
）

青
木
正
文
氏
を
迎
え
、岸
田
吟
香
に
ま
つ
わ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
た

青
木
正
文
氏
を
迎
え
、岸
田
吟
香
に
ま
つ
わ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
た

岸
田
吟
香
＆
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
展

岸
田
吟
香
＆
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
展

竹
内
流
古
武
道
史
跡
保
存
会
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
竹
内
流
開
眼
の
地
と
し
て
伝
わ
る
三
宮
八
幡
神
社
で
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
後
、史
跡
マ
ッ
プ
を
も
と
に
一
ノ
瀬
城
跡
、竹
内
流
発
祥
の
地
を
巡
っ
た
。そ
の
他
、旭
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
地
元

小
山
の
棚
田
米
お
に
ぎ
り
販
売
を
行
っ
た
。事
前
準
備
と
し
て
史
跡
看
板
の
設
置
も
行
っ
た
。（
参
加
者
数
6
5
人
）

■
 開
催
場
所
：
三
宮
八
幡
神
社
 （美
咲
町
西
垪
和
1
）

■
 開
催
日
時
：
2
0
2
4
年
1
1
月
1
6
日
(土
） 
1
0
時
～
1
5
時

岸
田
吟
香
を
語
り
継
ぐ
会
主
催
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
と
岸
田
吟
香
に
ゆ
か
り
の
あ
る
画
家
布
下
満
、
高
木
巧
治
寄
贈
作
品
を

展
示
し
た
。旭
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
美
作
大
学
の
学
生
に
よ
る
発
表
会
も
行
っ
た
。（
参
加
者
数
3
3
0
人
）

■
 開
催
場
所
：
美
咲
町
旭
文
化
会
館（
岸
田
吟
香
記
念
館
） （
美
咲
町
西
川
1
0
0
1
-7
）

■
 開
催
日
時
：
2
0
2
4
年
1
1
月
2
3
日（
土
）～
1
1
月
2
4
日
(日
） 
1
0
時
～
1
6
時

竹
内

流
古

武
道

史
跡

巡
り

岸
田

吟
香

＆
ジ

ョ
セ

フ
・

ヒ
コ

展

Tr
ad

iti
on

al 
Cu

ltu
re

伝
統
文
化

M
ap
7

M
ap
5

M
ap
1

M
ap
6

M
ap
4

M
ap
5

Ex
hi

bi
tio

n
美
咲
森
芸
展

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

■
 開
催
場
所
：
美
咲
町
立
柵
原
図
書
館
 （美
咲
町
書
副
1
8
0
-1
）

■
 開
催
日
時：
20
24
年
11
月
9日
(土
）～
11
月
24
日（
日
） 1
0時
～
18
時

柵
原

図
書

館
 美

咲
森

芸
展

M
ap
8

美
咲
町
柵
原
地
域
出
身
の
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
福
井
一
尊
と
柵
原
地
域
の
保
育
園
児
た
ち
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
展
示
し
た
。

（
参
加
者
数
14
8
人
）

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉
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森
の
芸
術
祭
　
晴
れ
の
国
・
岡
山
と
は
？

　「
森
の
芸
術
祭
 晴
れ
の
国
・
岡
山
」は
、1
2市
町
村
(津
山
市
、高
梁
市
、新
見
市
、真
庭
市
、美
作
市
、

新
庄
村
、鏡
野
町
、勝
央
町
、奈
義
町
、西
粟
倉
村
、久
米
南
町
、美
咲
町
)を
エ
リ
ア
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

　
こ
の
エ
リ
ア
は
、山
陽
と
山
陰
を
分
け
る
中
国
山
地
か
ら
吉
備
高
原
に
か
け
て
広
が
り
、中
国
山
地
を

水
源
と
す
る
三
大
河
川
(吉
井
川
・
旭
川
・
高
梁
川
)の
上
流
域
に
あ
た
り
ま
す
。緑
豊
か
で
雄
大
な
自
然
、

旧
街
道
沿
い
の
宿
場
町
や
城
下
町
、水
運
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
歴
史
あ
る
街
並
み
、優
れ
た
泉
質
の

美
作
三
湯
(湯
郷
温
泉
・
奥
津
温
泉
・
湯
原
温
泉
)な
ど
、県
南
部
の
瀬
戶
内
海
沿
岸
と
は
異
な
る
風
景
と

魅
力
的
な
地
域
資
源
を
数
多
く
有
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
切
り
口
で
地
域
の
魅
力
を
引
き
出
し
非
日
常
の
特
別
な
体
験
を
提
供
す
る
ア
ー
ト
作
品
の
展

示
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、芸
術
祭
を
核
と
し
た
周
遊
型
の
観
光
振
興
や
交
流

人
口
の
拡
大
、シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　
令
和
6年
5月
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
基
地
ミ
サ
キ
ア
エ
ル
で
美
咲
森
芸
2
02
4実
行
委
員
会
が
産
声
を
上
げ
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
に
追
い
や

ら
れ
た
町
の
文
化
芸
術
を
取
り
戻
そ
う
。文
化
の
灯
り
を
明
日
の
夢
に
…（
美
咲
町
民
憲
章
の
一
節
）。

さ
あ
、美
咲
の
森
で
文
化
芸
術
の
祭
り
を
し
よ
う
！
　
美
咲
の
森
を
子
ど
も
た
ち
に
つ
な
げ
よ
う
！

昔
か
ら
お
祭
り
は
こ
の
町
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。こ
の
町
に
住
む
人
々
の
つ
な
が
り
を
育
む
大
切
な
行
事
だ
っ
た
。

一
人
ひ
と
り
が
太
鼓
や
笛
や
舞
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
役
割
を
演
じ
、み
ん
な
で
一
体
感
を
経
験
す
る
場
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
出
会
い
の
場
で
あ
り
、自
分
を
表
現
す
る
場
で
あ
り
、先
人
の
知
恵
を
受
け
継
ぐ
場
で
あ
っ
た
。

美
咲
の
森
の
中
で
、私
た
ち
は
育
っ
た
。だ
か
ら
、こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
美
し
く
咲
く
こ
の
森
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

そ
ん
な
声
が
、美
咲
の
森
の
中
で
こ
だ
ま
し
て
い
た
。

美
咲
芸
術
世
界
　
企
画
監
修
　
楽
画
鬼

「
森
の
芸
術
祭
 晴
れ
の
国
・
岡
山
」を
契
機
と
し
、美
咲
町
の
文
化
芸
術
祭「
美
咲
森
芸
2
02
4」
を
開
催
。町
内
の
文
化
的
な
つ
な
が
り
を
育
み
、町
の
文

化
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、町
内
の
文
化
芸
術
、農
林
業
、教
育
、福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
団
体
が
連
携
し
て
町
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出

し
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
文
化
芸
術
振
興
に
資
す
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、現
在
町
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
文
化
財
の
保
護
や
ふ
る
さ
と
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
、新
し
い
世
代
が
注
目
し
て
い
る
ア
ー
ト
と
い
う
視
点
か
ら
改

め
て
見
つ
め
直
し
、町
の
文
化
芸
術
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
想
い
を
込
め
、テ
ー
マ
を「
美
咲
の
森
を
こ
ど
も
た
ち
に
つ
な
げ
よ
う
」

と
し
、課
題
解
決
の
糸
口
を
探
っ
た
。

会
期
：
20
24
年
9月
28
日（
土
）～
11
月
24
日（
日
）

会
期
：
20
24
年
9月
29
日（
日
）～
11
月
24
日（
日
）

Fo
re

st 
Ar

t F
es

tiv
al

森
の
芸
術
祭 ＜
美
咲
森
芸
の
今
後
に
向
け
て
＞

Ep
ilo

gu
e

お
わ
り
に

美
咲
森
芸

20
24

美
咲
森
芸
20
24
の
成
果

◎
子
ど
も
た
ち
と
の
共
創
◎

町
内
小
学
校
や
保
育
園
と
の
連
携
に
よ
り
、

文
化
発
表
会
な
ど
の
場
で
地
域
の
文
化
資
源

を
取
り
あ
げ
る
な
ど
の
効
果
が
出
た
。そ
れ
は

地
域
の
大
人
た
ち
に
も
波
及
し
、史
跡
の
荒

廃
、担
い
手
不
足
、環
境
保
全
な
ど
に
対
す
る

意
識
の
高
ま
り
や
、持
続
可
能
な
社
会
を
目
指

す
機
運
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
た
。

地
域
の
文
化
財
の
保
護
や
ふ
る
さ
と
の
環
境
保
全
、子
ど
も
た
ち
へ
の
継
承
、持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、本
事
業
が
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
る
こ
と

な
く
、今
後
も
い
か
に
持
続
し
て
い
け
る
か
が
鍵
で
あ
る
。本
事
業
を
通
し
て
得
た

経
験
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
、実
行
委
員
会
や
地
域
と
議
論
を
重
ね
て
い
き
た

い
。

◎
地
域
住
民
に
よ
る
町
内
施
設
の
活
用
促
進
◎

新
し
く
開
か
れ
た
公
共
施
設
で
あ
る
美
咲
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
住
民
と
様
々
な
団
体
が
イ

ベ
ン
ト
を
共
創
し
、
ア
ー
ト
展
示
、
映
画
上
映
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
施
設
の
多
様
な

使
い
方
を
示
し
た
こ
と
は
住
民
に
よ
る
公
共
施
設
の

活
用
促
進
に
つ
な
が
っ
た
。

◎
町
内
の
文
化
的
つ
な
が
り
や
一
体
感
の
醸
成
◎

実
行
委
員
会
の
立
ち
上
げ
以
降
、月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
実
行
委
員
会
を
実
施
。ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
や
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、関
係
者
全
員
で
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
進
め
て
き
た
た
め
、一
体
感
が
生
ま

れ
た
。

～
美
咲
の
森
を
こ
ど
も
た
ち
に
つ
な
げ
よ
う
～

～
美
咲
の
森
を
こ
ど
も
た
ち
に
つ
な
げ
よ
う
～

【
主
催
】
美
咲
森
芸
2
0
2
4
実
行
委
員
会

【
後
援
】
美
作
県
民
局
　
美
咲
町
　
美
咲
町
教
育
委
員
会

【
助
成
】
令
和
6
年
度
美
作
国
創
生
公
募
提
案
事
業

【
協
力
】
美
咲
町
文
化
連
合
会
　
美
咲
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
久
米
郡
森
林
組
合
　
久
米
郡
商
工
会
　
美
咲
町
棚
田
保
存
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
 N
P
O
法
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ン
グ
あ
ゆ
む
　
美
作
大
学
　
岡
山
県
立
大
学
　
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

【
美
咲
森
芸
2
0
2
4
実
行
委
員
会・
美
咲
芸
術
世
界
実
行
委
員
会
事
務
局
】

〒
7
0
9
-3
7
2
6
岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
大
垪
和
西
1
0
2
4
-7
　
TE
L:
0
8
0
-1
3
9
2－
5
9
1
7
　

「
森
の
芸
術
祭
 晴
れ
の
国
・
岡
山
」ポ
ス
タ
ー

「
森
の
芸
術
祭
 晴
れ
の
国
・
岡
山
」ポ
ス
タ
ー

大
垪
和
み
ど
り
の
少
年
隊
の
発
表「
植
樹
祭
頑
張
り
ま
し
た！
」

大
垪
和
み
ど
り
の
少
年
隊
の
発
表「
植
樹
祭
頑
張
り
ま
し
た！
」

中
央
小
学
校
3
年
生
の
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
史
跡
ツ
ア
ー

中
央
小
学
校
3
年
生
の
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
史
跡
ツ
ア
ー

1010
9


	美咲森芸報告書.pdf
	A4冊子1P-P12表紙裏表紙 [更新済み] [更新済み]
	A4冊子2P-P3 [更新済み] [更新済み]
	A4冊子4P-P5 [更新済み] [更新済み]
	A4冊子6P-P7 [更新済み] [更新済み]
	A4冊子8P-P9 [更新済み] [更新済み]
	A4冊子10P-P11 [更新済み] [更新済み]


